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中学生の情緒的および行動上の問題を予防する心理教育的プログラム



















































































































































Tablel 各群 にお ける サ` クセス フル ･セル フ2"のすすめ方 とレッスンの概要
すすめ方 概 要
A群 B群 L 主 題 目 標 内 容
第1 1 知仲 友達関係を築 くために,他者を理解したり, ｢友達関係ビンゴ16｣を使って.グル-プ
そ間 自分のことを他者に話す重要性を理解する○ のメンバーに対してその人らしさを尋ねたり
つについ 豊かな友達関係を築 くために,自己と他者 自分について話したりすることによって.どには類似点と相違点が存在することを理解す ンゴを完成させるo
て るo 完成 した ｢友達関係ビンゴ16｣を使って,グループメンバ-の特徴を他のメンバーに紹介したり,他者の特徴を開くD
第 2 七来しスてフいル 山サクセスフル.セルプ (成功していく自分) ｢サクセスフル .セルフ｣シー トを使って,
回 の意味を理解し,イメージを膨らませるo 自分の行動について振 り返り,なりたい自分
なりたい自分を示 し,そのための (行動)のイメージをふくらませる○そして,シー トに,
目標を立てるD なりたい自分を記述し,それを達成するため
1 なりたい自分に近づ くように,自己を見つ の (行動)目標を立てる○
回 く '早 め,自分の行動のよい面と修正したほうが望 ｢サクセスフル .セルフ｣表 (カード)を使ましい面に気付 く○ つて,なりたい自分に近づくので続けたい行動となりたい自分から遠ざかるのでやめたい行動を明らかにし,シートを完成させる○
第第 3 自 自分を好きになるために,まず他者のよい ｢班の人のよいところを見つけよう｣カー ド
分 ところを見つける○ を使って 班員一人ひとりのよいところを見
32回回(( を好き 己理解や自己受容を向上するために.自 つけてカー ドに書 く○カー ドを参考に.自分分のよいところに気付 くoそして,自己評価 のよい面を発見し,自分について,自分を好
ll に や自尊心を向上するために,自己イメージを きになろつシー トにまとめるo
週週 な もつ○ ｢自分を好きになろう｣イメージシー トに,
撃墜 ろ さらに自己イメージを,別の形で表現して 自分を表現する○
う みる○
第第 4 Ja良 友達と関わることの大切さを認識するため ｢友達について考えよう｣ワークシー トを行
か に,これまでの友達関係におけるイメージの い,最初の友達,現在(最近)の友達を振り返り.
な衣逮関 取 り違いや大切さに気付 くo 類似点 .相違点に気付く○
友達関係における葛藤やわだかまりが軽減 ｢よい友達関係とは-その1｣ワークシー ト
し,自分の進む方向を見出すために,友達に を使って,友達関係でよかつたこと.つらか
54 係 対しての自分を見つめるロ つたことを振 り返 り,友達に対しての自分を
回 を 今後のよりよい友達関係の在 り方について 見つめるo
主､1 築＼_ 考える○ ｢よい友達関係とは-その2｣ワークシー トを使って 友達に親切にしてもらったこと
週週きき う 親切にしたこと,迷惑をかけたことを振 り返り,友達に対しての自分を見つめる○｢よい友達関係とは｣グループワークシー トを使って,どのような友達関係が (自分にとっても相手に っても)よいのか考え,今後の友達関係で心がけたいことをまとめる○
第2回 5 基 解 も ･適切なコミュニケーション法 (適切な自己 ｢もめごと解決法セルフチェック｣シー トを
徳 決 め編 法 ご1 と 主張 .共感 .ゆずりあい)を学ぶ○ 行い,適切な自己主張 .共感 .ゆず りあいの程度を自己評価する○
6 基 解 も よりよい友達関係を築 くには.自分の気持 服従 した時に起こる結果のワークシー トを
1 嘩 決 め ちも周囲の人の気持ちも考え .大切にし.程 使って,友達関係において適切な自己主張,
過隼 編 法 ご2 と 好く自己主張し,共感し,ゆず りあうことが 共感,ゆず りあいを行わず,友達に服従 した
重要であることを学ぶo とき,どのような結果が生じるのか周囲や自分の気持ちを通じて考えるoど ようにしたら嫌な思い し いのか考える○
号 第週 3埜 回 10 応 解 も 問題解決法を習得し,コミュニケーション ｢やってみよう !仲なおりの仕方｣ワークシ
用 決 め 能力を高め,こじれた友達関係を解決できる - トを使って,友達関係で生じるもめごとに
編 法 ご2 と ようになるo 対して,問題解決法を使って,仲直りする方法を考える○
己 ト ることの大切さを学ぶ○ いて,ス トレスのしくみを理解するo
コレ ストレスの原因に気付き 自己コントロー ｢ス トレスの原因｣.rボディサイン｣ワーク
ンストとロ ルカを高めるo シー トを用いて,ス トレスの原因や心や体の反応について振り返るO｢ トレスマネージメ
































































































































































































Table2a 各行動要因の項 目数 ･得点範囲 ･o悌数,
介入前後のA群B群 ･男女 の尺度 ･項 目得点の平均 ･標準偏差 ･分散分析結果
男子 女子
全き適 介入後 介入前 介入後
項目数 得点範囲 a係数 群 M SD M- sD M- sD M SD
A# 0.20 0.64 0.14 0.53 0.37 0.88 0.06 0.34 a
B# 0.09 0.42 0.00 0.00 0.11 0A7 0.00 0.0
A群 0.06 0.31 0.12 0.44 0.06 0.34 0.09 0.51
B群 0.00 0.00 0,00 0.00 0.00 0.00 0.oo o.oo
A群 0.20 0.64 0.14 0.53 0.37 0.88 0.06 0.34 i
B群 0.09 0.42 0.00 0.00 0.11 0.47 0.00 0.00
A# 0.66 l.21 0.60 1.07 0.57 1.07 0.51 1.09
B群 0.35 0.71 0.22 0.60 0.50 0.86 0.39 0.85
A群 0.18 0.56 0.14 0.53 0.23 0.69 0,06 0.34
B群 0.09 0.42 0.09 0.29 0.22 0.55 0.11 0.47
A群 0.06 0.31 0.00 0.00 0.12 0.48 0.06 0.34
B群 0.00 0.00 0.00 0.00 0,00 0.00 0.oo o.oo
A群 0.40 0.70 0.40 0.76 0,44 0.82 0.29 0.68 i
B# 0.35 0.71 0.17 0.58 0.78 0.94 0.33 0.84
A群 0.23 0.52 0,29 0.77 0.26 0.66 0.09 0.28
B群 0.22 0.52 0.09 0.29 0.28 0.46 0.22 0.55
A群 1･22 1･18 1･12 1.27 0.51 0.82 0.57 0.98 j
B群 0,43 0.73 0.35 0.71 0.56 0.86 0.28 0.57
A群 0.57 1.41 0.66 1.54 0.91 1.82 0.83 1.71 a
B群 1.22 1.78 0.70 1.26 2.94 1.95 0.94 1.76
A群 1.64 2.40 1.62 2.98 1.00 1.54 1.00 2.04
B群 1.22 1.83 0,74 1.32 0,78 1.80 0.78 1.86
A群 o･57 1･06 0･53 1.04 0.34 0,84 0.17 0.51 c,e,蛋
B群 0.48 0.99 0.22 0.52 1.17 1.10 0.28 0.67
A群 0.15 0.47 0.21 0.72 0.09 0.37 0.11 0,40
B群 0,22 0.74 0.04 0.21 0.11 0.47 0.11 0.47
A# 0.04 0.29 0.04 0.29 0.00 0.00 0,06 0.34
B群 0.00 0.00 0.00 0.00 0.17 0.71 0.00 0.00
A群 0.24 1.02 0.33 1.12 0.06 0.35 0.27 0.76
B群 0.05 0.21 0.14 0.47 0.00 0.00 0.00 0.00
A群 0.83 1.36 1.ll 1.83 0.91 1.42 0.80 1.43 b
B# 1.39 2.25 0.70 1.74 1.83 1.89 0.83 2.12
A群 2.04 2.80 3.13 3.81 0.82 1.53 1.53 2.40 a
Bq 3.52 4.00 1,35 2.53 0.89 1.49 0.56 1.20
A群 0.62 1.13 0.89 1.34 0,31 0.87 0.37 0.91 b
B群 0.61 1.41 0.17 0.49 0.61 1.09 0.06 0.24
A群 0.15 0,62 0.17 0.60 0.20 0.83 0.03 0.17 m
B群 0,57 1.20 0.30 0.93 0.00 0.00 0.00 0.00
A# 0.00 0.00 0.02 0.15 0.00 0.00 0.09 0.37
B群 0.04 0.21 0.00 0.00 0.00 0.00 0,00 0.00
A群 0.09 0.41 0.07 0.33 0.27 0.98 0.39 1.14











間接的いじめ :加害 2 0-8 0.77
身体的いじめ :加害 5 0-20 0.61
悪口 :加害 1 0-4
ことばによる性的嫌
がらせ :加害 1 0-4



















注)全体127名 (男子73名,女子54名)の内訳は.A群 (86名 :男子50名,女子36名),B群 (41名 :男子23名,女子18名)｡
α係数は,各該当する全ての項目に回答している者から算出した｡単項目の場合,α係数は計算できない｡
a:2次の交互作用 (時間×群×性)があり,p<0･05｡b:交互作用 (時間×群)があり.p'0.01｡C:交互作用 (時間×群)があり,p'0.05o
d:交互作用 (時間×性)があり,p<o･01ce:交互作用 (時間×性)があり,pく0.050i:交互作用 (群×性)があり,p'0.010g:交互作用 (秤




Table2b 各心理 社会的要 因 の項 目数 ･得 点 範 囲 ･o係 数 ,
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荏)全体127名 (男子73名,女子54名)の内訳は,A群 (86名 :男子50名,女子36名),B群 (41名 :男子23名,女子18名)｡
α係数は,各該当する全ての項目に回答している者から算出した｡単項日の場合,α係数は計算できない｡
乱2次の交互作用 (時間×群×性)があり,p<0･05ob:交互作用 (時間×群)があり,p'0,01｡C‥交互作用 (時間×群)があり,plo.050
d:交互作用 (時間×性)があり,p<o･oloe:交互作用 (時間×性)があり,pく0.05｡f:交互作用 (群×性)があり,p'0.01.g‥交互作用 (群
















































































































































群の特徴 性差 A群 B群
授業中の私語 A群>B群 A群>B群
不登校 ヽ ヽ ヽ ヽ .
対人暴力 A群>B群 男>女
いじめ ヽ ヽ ヽ ヽ
間接的いじめ :加害 A群<B群 男<女 3[
悪口:加害 A群<B群 男<女 ヽ ヽ ヽ
間接的いじめ :被害 A群<B群 A群<B群 i i
身体的いじめ :被害 男>女 男>女 一l i
悪口:被害 ヽ ヽ
ことばによる性的嫌がらせ :被害 A群<B群 男>女
円滑な友達関係 男>女 男>女 1 刀 刀
まじめな学校生活態度 Aが<B群 A群<B群 一l 一l 刀 一l












活気 刀 刀 刀 クl
荏)有意な差が見られた要因の特徴を示した｡介入前の特徴については,要因が課題となる群または性を太字で示した｡
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安藤美華代
課題を網羅することが可能ないじめや友達関係に関
するレッスンの選択が望ましいと考えられた｡また,
自己や他者について振り返るレッスンと,問題に対
処するスキルを身につけるレッスンを組み合わせて
行うことが望ましいと考えられた｡
いじめ予防のプログラムの効果に関するメタ分析18)
やレビュー研究19)では,知識 ･態度 ･自己認識へ
の建設的な変化が得られるが,実際のいじめ行動の
明らかな減少につながっているものは少ないと報告
されている｡効果的なプログラムとなるために,対
象となる集団の特徴を踏まえて,本プログラムを実
施することが必要である｡
まとめ
2つの中学校の1年生を対象に (A群 ･B群),
学年での取り組みとして,担任 ･副担任が,"サク
セスフル･セルフ2"の異なるレッスンを実施した｡
実施にあたっては,いずれの学校においても.対象
者の実態ならびに課題を考慮した上で,レッスンを
選択し,実施する教員間で十分な検討を重ねるとと
もに適宜開発者-コンサルテーションを行いなが
ら,レッスンをすすめた｡
プログラム前後に行動ならびに心理社会的要因に
関する自記式調査を行った｡その結果,2群は,直
接的攻撃行軌 間接的攻撃行動といった異なる攻撃
行動の特徴を有していた｡このような各群の特徴と
示唆された課題的側面は,プログラム実施後には,
建設的な方向へと変化が見られた｡
このようなプロセスを経ることで,"サクセスフ
ル ･セルフ2"は,中学生の情緒的および行動上の
問題を予防し,心の健康を育み得る可能性があると
示唆された｡
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